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●特長

砕石（単粒度砕石6号を推奨）

アンカーＢ

サイドウォーク

歩　道
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雨水の流れ
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サイドウォーク/
RC駐車ブロック

GRCサイドウォーク〈GRC製植樹桝内歩道拡幅版〉

工費を抑えて植樹桝を保護し、歩道を拡幅します。

■標準断面図

■組合せ例

1.植樹桝内に設置して有効幅員を拡幅することができます。

2.従来の樹木保護蓋に比べて大幅に安価です。

3.専用縁石が必要ないので、既存の植樹桝にも簡単に設置できます。

4.砕石とアンカーで荷重を分散させます。

5.３つのパーツの組合せで、いろいろな寸法の植樹桝に対応できます。

6.砕石の毛細管現象で、製品の下部にも雨水を浸透させます。

形状・寸法
重量表

基本形状図
コーナーパーツ 参考重量=19kg

ロングパーツ 参考重量=13kg

ショートパーツ 参考重量=5kg

参考歩掛り

施工手順

RC駐車ブロック

名　称

●車止めブロック参考歩掛り (駐車スペース50台分当り)

RC駐車ブロック
付属品
モルタル
接着剤
普通作業員

単位
本
式
m3

個
人

数量
100
1

0.01
25
2.5

規　　　格
120×180×580

反射板、固定杭、キャップ
ブロック穴
1kg

1.小型軽量（20kg）で取り扱いやすい。

2.アンカーボルト、鉄筋、ボンドなどで簡単に取付可能。

3.前面R形状により、タイヤをしっかりストップ。

4.前面に反射板を取付けて夜でも安心駐車。

●特長

■正面図 ■側面図 ■A-A'断面

取り付けやすく、反射板が内蔵されているので夜間でも
確認しやすい車止めです。

■施工手順
１．舗装、平板、インターロッキングブロック等にコンクリートドリルで穴を芯間375mmで孔をあけ、鉄筋又はアンカーボルトを埋
め込む。

２．モルタルをブロック巾に厚さ5mm位にコテで広げる。
３．接着ボンドを使用する場合は床面及びブロック底面に平らに塗布する。(接着ボンドは現場で手配して下さい。)
４．車止めブロックの孔を鉄筋等に通し、上から強く押し付け、軽くハンマー等でたたいて接着する。
５．鉄筋孔にモルタルを入れ充分に突き込んで、上面を平らにならす。
６．余ったモルタルは取り除き、セメント分を拭き取る。
７．４～５日は動かない様に保護して下さい。 ■標準設置図 壁

白線

600 700

2500

600

10
00
～
12
00

A

A'

12
0

11
0

95
10

97

180

2558

95
25

375102.5

580


